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１．はじめに 
 

  例えば、米国内で完成された発明は、米国外の国に出願したり、PCTに基づく国際出願をファ

イルしたりする場合、事前に、"foreign filing license"を USPTOから取得しておくことが必要で

す（MPEP 140 Foreign Filing Licenses参照）。米国出願から 6ヶ月経過した後、"Secrecy Order"

が発せられない限り、許可なく外国へ出願することができます。 

 

しかしながら、"foreign filing license"を事前に取得せずに、米国内で完成された発明を米国外

の国で第一国出願等した場合、出願人は、深刻な事態に直面することになります。 

 

米国以外の国においても、様々な国籍を有する複数の発明者によって、発明発掘が行われる国

際企業や国際的な大学も少なくありません。このような場合、"foreign filing license"を取得せず

に、第一国出願義務を課す国において完成された発明を他の国に第一国出願した場合、深刻な事

態に発展することがあります。第一国出願義務を課す国において、このような事態を未然に回避

するために、留意すべき事項について、以下に説明します。 
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